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【論文の内容の要約】 

 本研究は、オイル高蓄積珪藻Fistulifera solarisのトリアシルグリセロール (TAG)代謝機構の解明を目的とし、オルガ

ネラ間相互作用の観点から解析を行った。具体的には、TAG 分解機構についてはオイルボディ－液胞間の相互作用に、

TAG合成機構については葉緑体－ER (Endoplasmic reticulum)間の相互作用に着目して各々解析した。オイルボディ－

液胞間相互作用であるリポファジーの有無について、オートファジー阻害剤を用いた代謝解析および各種顕微鏡による形

態学的解析を行った結果、F. solarisはリポファジーによるTAG分解経路を有することを見出した。これは珪藻において

リポファジーを確認した初めての報告例である。続いて、オイル高蓄積珪藻に特異的な葉緑体－ER 間相互作用を探索す

るために、他種珪藻との比較ゲノム解析を行った。その結果、オイル高蓄積珪藻 F. solaris においてのみ特異的な局在パ

ターンを示す代謝経路を特定した。該当する代謝経路上の遺伝子を過剰発現した結果、オイル含有量が有意に向上したこ

とから、その代謝経路が実際にF. solarisのオイル高蓄積能と関連することを裏付けた。これらの知見は、珪藻の新規TAG

代謝機構の知見を提供するものである。また、本論文の知見に基づいた代謝改変を行うことで、産業応用に向けたバイオ

燃料生産株の作出が将来的に見込まれる。 

 

 

 


